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野登瀬Ｂ遺跡現地説明会資料
～津市美杉町下多気（野登瀬地区）～

２０１１年７月９日

三重県埋蔵文化財センター

【はじめに】

野登瀬Ｂ遺跡は、雲出川の支流・八手俣川上流部にある遺跡です。野登瀬地区は、行政
の と せ はてまたがわ

上は津市美杉町下多気にあたりますが、地形のうえでは、下流の下之川地区、上流の多
しもたげ しものかわ

気地区に挟まれた小さな谷間にあたります。

野登瀬地区の上流にある多気地区は、室町戦国時代に 北畠 氏（伊勢国司・戦国大名）
きたばたけ いせこくし

の本拠地となった場所です。また、下流の下之川地区は、鎌倉時代から室町時代にかけて

の宗教文化が花開いた地で、金生大明神（現在の仲山神社）を核に多くの寺院が建立さ
こんせいだいみょうじん

れていました。さらに、多気北部の 漆 地区には、平安時代末期（西暦 1150 年頃）の経
うるし

塚（漆経塚）があり、 湖州鏡 や青白磁などの中国産優品を含む良好な文物が出土して
こしゅうきょう

います。このように、多気・下之川地区には注目できる重要な遺跡が多数見られます。そ

して、これらの地域をつなぐ位置にある野登瀬地区が大変重要な場所であることも見て取

れるのです。

それでは、野登瀬Ｂ遺跡の発掘調査でわかったことを見ていきましょう。
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【縄文土器と石器～野登瀬地区のあけぼの～】

今回の発掘調査で注目できる成果のひとつに、縄文時代の土器と石器が見つかったこと

が挙げられます。土器・石器ともに小さな破片なのですが、これらの道具が見つかったこ

とで、野登瀬地区が縄文時代後期（今から約 3,500 年前）から拓けていたことがわかりま

す。石器には、「 石錐 」といって、動物や樹木の皮に穴を開けるための道具もあります。
せきすい

縄文時代後期の遺跡は、下之川地区から多気地区にかけて点々と見られます。野登瀬地

区でこの時期の土器・石器がみつかったことで、この時期の人々が八手俣川沿いに広く活

野登瀬Ｂ遺跡付近の主要遺跡（国土地理院 1/25,000『伊勢奥津』を使用）
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動していたことがわかります。

【古墳時代後期の土器】

縄文時代の次に古いものには、

古墳時代後期（西暦 600 年頃）

の土器があります。土師器の甕
かめ

で、煮炊きに使うものです。た

った１点しか出ていませんが、

大変重要なものです。というの

も、下之川地区では古墳時代後

期の集落跡（下之川富田遺跡）

や古墳（下之川古墳）が見つか

っていますが、たくさんの発掘

調査地がある多気地区では、こ

の時期の土器は今のところ見つ

かっていません。つまり、古墳

時代の人々は縄文時代よりも狭

い活動範囲であったと考えられ

るのです。

【室町戦国時代の屋敷跡】

今回の発掘調査で最も濃厚に

確認されたのが室町戦国時代の

遺構と遺物です。西暦 1550 年頃

から 1600 年頃が中心です。

遺構として見つかったのは、

２箇所の屋敷跡です。屋敷には、

建物跡とゴミ捨て穴（土坑）が

見 ら れ ま す 。 建 物 は 、

「 掘立柱建物 」といって、
ほったてばしらたてもの

地面に開けた穴に柱を直接埋め

て建てるスタイルのものです。

中には「根石」といって、柱が
ねいし

地面に沈み込むのを防ぐための

石を敷いた柱穴もあります。

ゴミ捨て穴は直径１ｍ前後、

深さ 50 ㎝前後の丸い穴で、建物

の周囲にたくさん掘られていま

す。建物の周りに円形のゴミ捨

て穴をたくさん掘るというスタ

イルは、美杉町竹原地区（瀬木

遺跡）や多気地区（多気北畠氏

遺跡土井沖地区・瀬古地区）な
どいおき

どで見られ、雲出川上流地域の

室町戦国時代を特徴付けるもの

です。 野登瀬Ｂ遺跡調査区平面図




